
3）医師の主たる担当診療科  ⑥診療所・病院における医薬品の備蓄状況等  

り 診療所・病院における医薬品の備蓄状況等  

図表77 医薬品の備蓄状況  

図表74 医師の主たる担当診療科  
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※すべての項日に回答のあった施設を対儀に集計した。  

図表78 後発医薬品の備蓄状況  
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⑤診療所・病院の診療体制  診薮所  
（n＝625）   

国表75 常勤の医師数■薬剤師数  

（単位：人）  
病l島  

（∩＝339）  平均値  標準偏差  中央値 

診療所  1．3   1．0   l．0  

（n＝711）   0．l   0．3   0．0   

病院  医師数   33．0   76．9   10．1  

（n＝347）           薬剤師蘭   6．8   10．2   3．3   

●0品目臼1－50品目未満臼50－100品目未満ロ100－200品目未満8200－300品目未満ロコ00品目以上  

（注）医師数・薬剤師数ともに記載のあった施設のみを集計対象とした。  

図表76 常勤の医師数・薬剤師数（DPC対応別、病院ベース）  

（単位：人）  

医師数  薬剤師数  

平均値  標準偏差  中央値  平均値  標準偏差  中央償   

全体（n＝347）   33．0  76．9  10．l   6．皇  10．2   3．3   

DPC対象病院（n＝74）   107．6  140．5  6＄．0   18．3  16．5  15．0   

DPC準備病院（n＝19）   32．8  37．6  2l．3   9，0   7．0   7．0   

対応していない（n＝249）   ll．2  14．1   8．0   3．2   2．8   2．7   

※医師数・薬剤師数ともに記載のあった施設のみを集計対象とした。  
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2）後発医薬品の供給体制（1年前と比較して）  

図表81後先医薬品の供給体制（1年前と比較して）  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

図表79 後発医薬品の備蓄状況（入院患者に対する後発医薬品の使用状況別・病院ベース）  

0ヽ  20ヽ  1【ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

全体（∩二339）  

後発医薬品があるものは積極的に使用  
（∩＝125）  

後発医薬品のあるものの一部を使用  
（n＝157）  

後発医薬品をほとんど使用していない  
（∩ニ29）  

その他（n＝15）  

韓国苔rn＝13）  

ニ 日豪化はない日暮化した□  ！寧事 

． 

※後発医薬品の備蓄品目数が0の施設を除いて集計した。  

3）診療所・病院で使用している後発医薬品リストの提供状況  

図表82 診療所・病院で使用している後発医薬品リストの提供状況  

■100品目未満8100－150品目未満8158－200品目未満□200－250品目未満日250品目以上  

図表80 医薬品備蓄品目数に占める後発医薬品の備蓄品目数の割合   

（入院患者に対する後発医薬品の任用状況別・病院ベース）  

0ヽ  20ヽ  ●0ヽ  80ヽ  80ヽ  tOOヽ  

全体（∩＝339）  

後発医薬品があるものは積極的に使用  
（∩＝125）  

後発医薬品のあるものの一部を使用  
（n＝157）   

後発医薬品をほとんど使用していない  
（∩＝29）  

その他（∩＝15）  

兼回答（n＝13）  

近繊薬局や地ヰの薬剤鋳金に提供している日地域の薬剤師会に提供している  
臼近艦の薬局に提供している  8捷供していない  

ロ■回答  座その他   一＿」  

0．0ヽ  

15  
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⑦入院患者に対する後発医薬品の任用状況等  

1）1か月間の平均在院患者数  

図表83 平均在院患者数（平成21年7月1か月間）  

図表85 入院患者に対する後発医薬品の使用状況  

（オーダリングシステム導入別、病院ベース）  

肌  201  ヰ仇  801  8仇  1MX 

診療所（n＝62）  病玩（鰐381）  

平均値  標準偏差  中央値  、、平均値  鱒草庵差  中央値   

1か月間の平均在院  】0．0   
患者数（人）  

8．0   9．1  174，7  163．＄  123．4   

※有床診療所80施設のう  ち平成21年7月1か月間の平均在院患者数0人という施療Ⅰ鋸施設、病院3石2施   
設のうち平成21年7月1か月間の平均在院患者数0人という施設l施設を除いて集計した。  

2）入院患者に対する後発医薬品の使用状況  

図表84 入院患者に対する後発医薬品の使用状況  

O1  201  401  601  801  100t  

■後発医薬品があるものは積極的に使用口後発医薬品のあるものの－おを使用  
日後発医薬品誉ほとんど使用していない 8その他  
口無国儀  

図表86 入院患者に対する後発医薬品の使用状況  

（外来患者に後発医薬品を院内投薬する場合の施設としての対応別、病院ベース）  

〔n  20ヽ  ■0ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

■後発医薬品があるものは積極的に使用日後発医薬品のあるものの一部を使用  
日後発医薬品をほとんど使用していない Bその他  

口無回答  

全体（∩三382）  

入院患者：後先医薬品がある   

ものは積極的に使用（∩＝13S）  

入疾患者：後先医薬品のある   

ものの一部を使用（∩ニー82）  

入院患者：後発医靂晶を  

ほとんど使用していない（∩＝ユ2）  

入院患者：その他（n＝18）  

※有床診療所については、平成21年7月Ⅰか月間の平均在院患者数がrOJであった施設を除いて集計し   
た。  

■外来患者：後先医薬品を積極的に使用する 口外朱鳥舌＝後先医兼品をほとんど使用しない  
口外素量毒：個々の医師の判断による   口外乗患者二その他  
口外乗患者：無回書  

※全体には「外来患者に後発医薬品を院内投薬する場合の施設としての対応」が無回答だった17施設が含   
まれる。  
※本国表は「病院における後発医薬品の使用について、外来患者に院内投薬する場合の施設としての対応J   
と「病院における後発医薬品の使用について、外来患者に院外処方する場合の施設としての対応」のク   
ロス集計である。  
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図表88 入院患者に対して後発医薬品を積極的に使用しない理由（複数個答）  

0ヽ  20ヽ  lOヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ   

図表87 入院患者に対する後発医薬品の使用状況  

（外来患者に後発医薬品を院外処方する場合の施設としての対応別、病院ベース）  

処方銘柄について患者からの  
強い要望  

処方銘簡に対応する後発医薬品  
の副作用が心配  

処方銘柄に対応する後発医薬品  
の効能に疑問  

後発医薬品の供給体制に不安   

処方銘柄の作用が強く治療域が  
せまい  

患者に適した剤形が他にない  

処方銘柄を長く使用し億緯  

施設として使用する医薬品  
の銘柄を指定している  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

全体（n＝362）  

入l完患者後発医薬品がある   
ものは積極的に使用（n＝135）  

入院患者後発医薬品のある   
ものの一節を使用（n＝162）  

入院患者後発医薬品を  
ほとんど使用していない（∩＝32）  

入院象著 その他（れ二16）  

後発医薬品の使用による 0．0ヽ   
薬剤料減への不安 因2．机  

●外来患者後発医薬品を積極的に使用する 凸外来患者後発医薬品をほとんど使用しない  

臼外来患者個々の医師の判断による   B外来患者その他  
口外来患者 無回答  

※全体には「外来患者に後発医薬品を院内投薬する場合の施設としての対応」が無回答だった1丁施設が含   
まれる。  
※本図表は「病院における後発医薬品の使用について、外来患者に院内投薬する場合の施設としての対応」   
と「病院における後発医薬品の使用について、外来患者に院外処方する場合の施設としての対応」のク   
ロス集計である。  

国表89 病掛こおける入院患者に対する後発医薬品の使用状況（DPC対応状況別）  

0ヽ  20ヽ  ●O1  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

全体  
（n＝362）  

DPC対■病院   
（∩＝81）  

DPC準傷病l院   
（n三2り  

対応していない   
（n＝255）  

S】ヽ  

】■後発医薬品があるものは楕捷的に使用口後発医薬品のあるものの一節を使用  
ロ後先医薬品をほとんど使用していない Bその他  

□無回答   

※「全体」には、「r）PC対応状況」について無回答であった5施設が含去れる。  
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4）今後どのような対応が進めば施設として入院患者に対して後発医薬品の使用を進めても   

よいか  

国表92 今後どのような対応が進めば施設として入院患者に対して後発医薬品の  

使用を進めてもよいか  

（複数回答）  

0ヽ  2仇  4仇    8肪  80ゝ   10肺  

3）入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経慧の有無  

図表90 入院患者に対して後先医薬品を使用して問題が生じた経験の有無  

0ヽ  20ヽ  ●O1  6仇  80t  100l  

医師や稟刑師に対する後発医薬品の  
品賞保証が十分であることの周知徹底  

後発医薬品メーカーによる情報提供や  
安定供給体制の確保  

後先医薬品に対する患者の理解  

後発医薬品を処方する時の鯵ホ報酬上  
の評価  

後発医薬品の使用割合についての  
診療報酬上の評価   

院内で後発傷薬晶の1一報を独自に収♯し、  
後発医薬品の選定・採用を行える体制の整傷  

特に対応は必要ない  

その他  

■回答  

図表91「入院患者に対して後発医薬品を使用して問題が生じた経験がある」と  

回答した施設における、後発医薬品使用で生じた問題（複数回答）  

○ヽ  20ヽ  l01  ¢Ot  8仇  100ヽ  

後発医薬品の晶丁上の問欄   

後先匿稟品メーカーの情t  

提供体制上の同月   
後先臣藁品の供給体桝上  
の聞耳  

その他  

舞回答  

※有床診療所2件の回答はいずれも「後発医薬品の品質上の間庸」であった。  
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⑧外来患者に対する後発医薬品の使用状況等  

1）診療所における院外処方せん発行状況（平成21年4月以降）  

図表94 診療所における院外処方せん発行状況（平成21年4月以降）  

0ヽ  20ヽ  ●0ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

図表93 今後どのような対応が進めば施設として入院患者に対して後発医薬品の  

任用を進めてもよいか（最も重要なもの、単数周答）  

0ヽ  2れ  ●0ヽ  60ヽ  80ヽ    100ヽ  

医師や薬剤師に対する後発医虞品の  
品賞保証が十分であることの周知牡鹿  

後発医薬品メーカーによる情報捷供や  
安定供給体制の確保  

後発医薬品に対する患者の理解  

後発医薬品を処方する胃の鯵♯報酬上  
の絆価  

後乗医薬品の使用鋼含についての  
診療報酬上の評価   

院内で後発医薬品の情報を独自に収集し、  
後発医薬品の選定・採用を行える体制の畳儀  

特に対応は必要ない  

その他  

■回答  

扁盲盲面責「  
＋  

■発行している8  

ー
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
鯵
 
＿
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
8
 
 

2）外来診療の状況  

図表g5 診療所・病院における外来診療の状況  

診療所（n三509）  病院（∩＝362）  

平均値  標準偏差  中央値  平均値  標準偏差  中央値   

①1か月間の外来診療  

実日数（日）   
21．5   3．3   21．5   23．3   3．0   24．0   

②1か月間の外来  

延べ患者数（人）   
1，280．0  1，336．9  1，007．0  7，32＄．1  9，940．7  3，567．5   

③1か月間の院外処方  

せん発行枚数（枚）   
6＄0．8  906．3  500．0  3，2＄0，9  5，604．3  1，493．0   
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3）病院における後発医薬品の使用について、外来患者に院内投薬する場合の施設としての   

対応方針  

4）病院における後発医薬品の使用について、外来患者に院外処方する場合の  

施設としての対応方針  

図表㈹ 病院における後発医薬品の使用について、  

外来患者に院内投薬する場合の施設としての対応  

20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

函表98 病院における後発医薬品の使用について、  

外来患者に院外処方する場合の施設としての対応  

20ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  
0ヽ   Ol   

病院  
（∩＝362）  

病院  
（n＝362〉  

■後発医薬品を積極的に使用する ロ後発医薬品をほとんど使用しない日個々の医師の判断による  
□その他  口無回答  

■後発医薬品を積極的に使用する ロ後発医薬品をほとんど使用しない8個々の医鋒の判断lこよる  

ロその他  □無回答  

※「後発医薬品を積極的に使用」とは、後発医薬品の銘柄処方のほか、院外処方せんの「後発医薬品への   
変更不可J‡馴こ署名等を行わない場合を含む。  

図表99 病院における後発医薬品の使用について、外来患者に院外処方する場合の  

施設としての対応（オーダリングシステム導入別）  

0ヽ  20ヽ  40ヽ  601  8仇  100ヽ  

図表97 病院における後発医薬品の使用について、外来患者に院内投薬する場合の  

施設としての対応（オーダリングシステム導入別）  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  60ヽ  80ヽ  IOOヽ  

■後発医薬品を積極劇に使用する   巳後発医薬品をほとんど使用しない  
8個々の医師の判断による  8その他  

口無回答  

■後発医薬品を積極的に使用する  ロ後発医廣晶をほとんど使用しない  
8個々の医師の判断による  口その他  
口無回答  
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5）病院における院外処方せんを発行している診療科  

図表100 病院における院外処方せんを発行している診療科（複数回答、∩＝362）  

00  200  400  600  80．0  1（〉00  

6）外来診療における後発医薬品の処方の変化（1年前と比較して）  

図表102 外来診療における後発医薬品の処方の変化（1年前と比較して）（医師ベース）  

0ヽ  21）ヽ  10ヽ  6ロヽ  80ヽ  tOOヽ  

丁ムー、■ ‾  

h帥村E＝＝コーー0ヽ  

度♯人科 巨芸刹那篭揃苦寒墨凱汀跳   

呼吸器科   

消化難科   

循環器科  

II禰科  

■科  

耳1咽喉科   

泌尿器科  

皮訂科  

■多く肇つた□■わらないP少なくなった□t回答  

7）院外処方せんのうち、後発医薬品を銘柄指定した処方せんの発行状況  

図表103 診療所における、院外処方せんのうち後発医薬品を銘柄指定した処方せんの割  

（医師ベース、平成21年7月1か月間）  

0ヽ  20ヽ  ●0ヽ  60ヽ  80ヽ  tOOヽ  

い、  

紳■Ii［二＝二〕、tuヽ   

その他 愛護軌遜琶凋落宗ヨ別冊  

k回答転意拳闘－…   

診■所  
（n＝509）  図表101病院における、院外処方せんのうち後発医薬品を銘柄指定した処方せんまたは  

「後発医薬品への変更不可」欄に署名等をしなかった処方せんの割合  

（平成21年7月1か月間）  

0ヽ  20ヽ  10ヽ  もO1  80ヽ  tOOヽ   

15ヽ  

■10％未満  810％以上－30％未満830％以上～50％未満□50％以上～70†も未満  
し竺ヱ旦塑竺奉里里塑些阜 ロ旦寧答   

ホ院  
（∩＝3㊦2）  

■10％未満  ロ10％以上－30％未満830％以上～50％未満850†も以上－70†‘未満  

日7【〉％以上一叩％未満ロ90％以上  D♯回答  

※無回答が多いのは、院外処方せんを発行していない医療機関が含まれているため。  
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8）「後発医薬品への変更不可」欄に署名した処方せんの発行経験等（平成21年4月以降）  

図表104「後発医薬品への変更不可」欄に署名した処方せんの発行経験の有無  

（医師ペース）  

0ヽ  20ヽ  101  60ヽ  80ヽ  10肌  

図表106 r後発医薬品への変更不可」欄に署名した理由（医師ベース、複数回苔）  

0ヽ  之仇    40ヽ    ∝lヽ    80ヽ   10仇  

患者からの強い要望があったから  

後発医薬品の品質が不安だから  

後発医薬品メーカーの供給体制が不安だから  

後発医薬品の什報捷供体制が不安だから  

後発医薬品の剤形が患者に適していないから  

薬局での後発医薬品の傭蓄が不安だから  

後発医薬品の効果や副作用の違いを  
経験したから  

作用が強く治■域のせまい薬剤だから  

先発晶を良く使用し信精して  
いる  

施設として使用する医薬品の  
銘柄を指定しているから  

薬局で実際に翻された後発品名を  
診積載に紀ゼするのが面倒だから  

薬局でどのような薬剤に調剤  
されるか心西己だから  

薬剤料が安くならないから  

特に理由はない（処方方針として）  

その他  

無回答  

図表105 院外処方せん枚数全体に占める、「変更不可」‡馴こ書名した  

処方せん枚数の割合（医師ベース）  

0ヽ  20ヽ  l肌  6肌  m  l00t  

診薇所  
く∩＝18■）  

病院  
（∩＝1丁3）  

ロ10Iも以上－38％未満巳30†も以上－50，も未1ロ50％以上一TO％兼1  
ロTO％以上－90，も兼濱口90ウも以上  ロー国書  
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国表109 院外処方せん枚数全体に占める、一部の医薬品についてー変更不可」と  

記載した処方せん枚数の割合（医師ベース）  

○ヽ  ～0ヽ  40ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

9）一部の医薬品についてのみ後発医薬品への「変更不可」と記載した処方せんの発行経鹸   

（平成21年4月以降）  

図表107 一部の医薬品についてのみ後発医薬品への「変更不可」と記載した  

処方せんの発行の有無（医師ベース）  

Qヽ  2qヽ  ■0ヽ  も0ヽ  80ヽ  100ヽ  

▼肝  － ▼   一 ▼¶1「【岬‾山」  
ホ験  
（∩＝9ユ）  

一  

官無二二恵至禦も妄誓盃空中議言森右前霜雪                        ロー回答 L竺ヱ些≠二9タ些旦埜埜婁 ，▲＿仙一」ル＿一  

図表110 一部の医薬品について「変更不可」とする最も多い理由（医師ベース、単数回答）  

仇  10～     201    30ヽ     …     5（h  

処方比輌について■書からの  
醜いt才があるから   

¢方嶋欄に対ナる義貞匿ホ晶の  
椚作用が心l已であるから   

処方触1覇に対応ナる緩乗匿蔓晶の  
勤たに疑同があるから  国表108 一部の医薬品について後発医礫晶への「変更不可」とするケースで  

最も多いもの（医師ベース）  

0ヽ  ～（h  10ヽ  ‘0ヽ  80ヽ  tOOヽ  

一隻医一帥供…に不離あもからl志ご   

FIJこ、 

転：。、  

匿悪夢’Z6、  

醗叶  

処方kl■の作用が強く治■域のせまい  
医薬品であるから  

上書に■した網形が亀にないから  

処方銘柄を長く使用し傭Ilしているから  

先鰍として住用する医巣晶の銘柄を  
指定しているから  

その他  

■先発医薬品から後発医薬品への   
変更不可とすることが多い  
8先発医薬品・後発医薬品の区別なく   
賢妻不可とすることが多い  
ロ無回書   

書更不可とすることが多い  
℡その他  ※「その他」には、複数の選択肢に○がついている回答が含まれる。その他の内容は以下のとおりである。  

鯵■所  病院   
rその他Jを選択した回答数   3丁   21   

象書からの強い要望があるから   8   3   

副作用が心l巳であるから   14   

効鮭に疑問があるから   19   4   

供給体嘲に不安があるから   5   2   

作用が強く治ヰ域のせまい医薬品   2   

患者に適した刑形が他にないから   6   0   

長く使用し信頼しているから   3   

銘柄を指定している   8   0   

先発医薬品と後発医薬品のi段に違いがないから  

薬局で実際に洪期された後発医薬品を診■矧こ記載するのが面倒だから  
効果が安定している前処方をそのままにしたいため  
後発医薬品に適応がなかったから。   4   3   

院外処方をしていない  3   

その他   4   2   

未配入   4   10   
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10）後発医薬品について関心がある患者の割合（平成21年4月以降）  

図表川 外来患者のうち、後発医薬品について関心がある（医師に質問する、  

使用を希望する）患者の割合（医師ベース）  

O1  20ヽ  401  60～  80ヽ  100ヽ  

1り医師における、外来診療時の後発医薬品の処方に関する考え  

図表113 外来診療における後発医薬品の処方に関する考え方（医師ベース）  

仇  20ヽ  4（汽  6仇  80t  lO汎  

診療所  
（n＝509）   

病院  
（n＝465）  

【  l  】  l  豪  

■10％未満  810％以上～30％未満83（）％以上－50％未満B50Iも以上－70％未満  

ロ70％以上～90％未満ロ90％以上  □無回答  

■特にこだわりはない  
q愚者からの重宝がなくても後発医薬品を積極的に処方する  

臼患者からの要望があっても後発医薬品は基本的には処方しない  
ロ無回答   

図表112 後発医薬品について関心がある（医師に質問する、使用を希望する）  

患者数の変化（1年前と比較して、医師ベース）  

0ヽ  20ヽ  ●0ヽ  60ヽ  801  100ヽ  

図表114 医師の外来診療における後発医薬品の処方に関する考え方  

（外来患者に後発医薬品を院外処方する場合の施設としての対応別、病院ベース）  

O1  20ヽ  ■0ヽ  60ヽ  80ヽ  100ヽ  

診療所  
（n＝5ロ9）   

2．810．4■  

量  

病院  
（n＝465）  

全体（∩＝465）  

特にこだわりはない  
（n＝388）  

要望がなくても横様的に   
処方する（n＝29）  

要望があっても基本的に   
処方しない（∩二44）  

」lヽ  ．  1．5九 0．4t  

●非常！コ奮えたロ増えたロ変わらない可減ったロ非常にまったロ無回書  

■施設：後発医薬品を積棲的に使用する 0施設：後発医薬品をほとんど使用しない  

臥施設：個々の医鋳の判断による   ロ施設：その他  

口施設：無回答  口施設データなし  

※全体には「外来診療における医師の後発医薬品処方に関する考え方」が無回答だった6名が含まれる。  
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